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小池聖一　　企画展「初代学長森戸辰男から見た『学問の自由』と『大学の自治』」

記
　
　
録企

画
展
「
初
代
学
長
森
戸
辰
男
か
ら
見
た
『
学
問
の
自
由
』
と
『
大
学
の
自
治
』」

小　
　

池　
　

聖　
　

一

　

広
島
大
学
文
書
館
で
は
、
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
五
日
か
ら
同
月

一
六
日
ま
で
、
全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
二
〇
周
年
の
総
会
・
全
国
研
究
会
が
本

学
で
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、
広
島
大
学
中
央
図
書
館
一
階
地
域
・
国
際
交
流

プ
ラ
ザ
に
て
企
画
展
「
初
代
学
長
森
戸
辰
男
か
ら
見
た
『
学
問
の
自
由
』
と
『
大

学
の
自
治
』」
を
開
催
し
た
。
筆
者
は
、
一
〇
月
六
日
の
全
国
大
学
史
資
料
協
議

会
総
会
に
お
い
て
、
企
画
展
と
同
じ
題
目
で
講
演
を
行
っ
た
。

一
、
展
示
の
企
画

　

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
の
国
立
大
学
法
人
化
か
ら
十
年
が
過
ぎ
、
国
立
大

学
は
、
運
営
費
交
付
金
の
削
減
に
よ
り
競
争
的
資
金
の
獲
得
に
狂
奔
せ
ざ
る
を
え

ず
、
必
然
的
に
、
基
礎
科
学
よ
り
応
用
科
学
に
目
が
向
き
が
ち
で
あ
る
。
昨
今
、

基
礎
研
究
の
重
要
性
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
「
獲
得
」
で
測
ら
れ
、
そ
の
関
心
も
一

過
性
で
、
単
な
る
「
国
威
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
交
付
金
の
削
減
は
、「
大
学
の
自
治
」
の
財
政
的
な
基

盤
を
崩
す
と
と
も
に
、
科
学
技
術
庁
と
合
併
し
て
で
き
た
文
部
科
学
省
が
、
競
争

的
資
金
の
設
定
に
よ
り
国
立
大
学
を
強
力
に
「
指
導
」
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
「
指
導
」
は
、
ア
メ
リ
カ
等
の
先
進
国
で
Ａ
Ｉ
の
発
展
が
こ

れ
ま
で
の
学
問
研
究
に
変
化
を
強
要
し
て
い
る
な
か
、
よ
り
総
合
的
な
人
間
力
を

培
う
教
育
の
重
要
性
が
最
重
視
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
文
社
会
科
学

系
学
部
の
廃
止
や
他
分
野
へ
の
転
換
を
求
め
た
平
成
二
七
年
六
月
の
文
部
科
学
省

通
知
の
よ
う
に
、
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
も
の
も
多
い
。
そ
う
で
あ
る
だ
け
に
、

こ
の
国
の
教
育
・
研
究
を
改
め
て
考
え
る
う
え
で
、「
学
問
の
自
由
」
と
連
動
し

広島大学長時代の森戸辰男
（広島大学文書館所蔵）
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た
「
大
学
の
自
治
」
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
…
。
本
展
示
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
企
画
し
た
。

　

そ
の
際
、
本
企
画
展
の
趣
旨
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
趣
旨

　
　

�　

広
島
大
学
初
代
学
長
森
戸
辰
男
先
生
は
、
戦
前
、
森
戸
事
件
に
お
け
る
思

想
弾
圧
事
件
の
主
役
で
あ
り
、「
学
問
の
自
由
」
に
殉
じ
た
被
害
者
で
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
顛テ

ン
ラ
ク落

論
争
を
通
じ
て
、「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」

を
連
動
さ
せ
て
、当
該
期
の
思
想
状
況
に
対
峙
し
た
論
客
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　

�　

戦
後
、
森
戸
先
生
は
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
に
深
く
関
わ
り
、
六
・
三
制

の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
文
部
大
臣
と
し
て
実
施
に
あ
た
る
な
ど
、
戦
後
教

育
改
革
の
当
事
者
で
し
た
。
そ
し
て
、「
学
問
の
自
由
」
が
自
明
と
な
っ
た

戦
後
に
あ
っ
て
森
戸
は
、「
大
学
の
自
治
」
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
急
激
な

変
革
を
求
め
る
動
き
を
抑
制
し
、
漸
進
的
な
改
革
を
目
指
す
立
場
に
あ
り
ま

し
た
。

　
　

�　

森
戸
先
生
は
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
七
月
、
第
一
高
等
学
校
か
ら

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
経
済
学
科
に
進
学
し
、
大
正
五
（
一
九
一
五
）
年

に
助
教
授
と
な
り
ま
し
た
。
専
門
は
、
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
に
も
と
づ
く
、
社

会
改
良
主
義
的
な
「
社
会
政
策
」
で
し
た
。
森
戸
事
件
後
、
森
戸
先
生
は
、

大
阪
の
大
原
社
会
問
題
研
究
所
に
移
り
、
女
子
労
働
に
関
す
る
研
究
等
を
行

う
と
と
も
に
同
研
究
所
の
実
質
的
な
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大

阪
労
働
学
校
を
中
心
に
労
働
者
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
雑
誌
・
新
聞
等
で

積
極
的
な
言
論
活
動
を
行
っ
た
の
で
し
た
。

　
　

�　

一
方
、
戦
後
の
森
戸
先
生
は
、
文
化
人
・
社
会
党
代
議
士
と
し
て
日
本
国

憲
法
の
制
定
に
関
与
し
、
片
山
・
芦
田
両
内
閣
の
文
部
大
臣
と
し
て
戦
後
教

育
改
革
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
広
島
大
学
長
と
し
て
教
育
の
最
前
線
に
立

ち
、
広
島
大
学
に
「
自
由
で
平
和
な
一
つ
の
大
学
」
と
い
う
建
学
の
精
神
を

根
付
か
せ
た
の
で
し
た
。

　
　

�　

森
戸
先
生
は
、
そ
の
後
も
日
本
育
英
会
長
等
を
歴
任
。
中
央
教
育
審
議
会

の
主
査
・
会
長
と
し
て
も
活
躍
し
、「
ミ
ス
タ
ー
中
教
審
」
と
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）
一
月
二
八
日
答
申
「
大
学
教
育
の
改

善
に
つ
い
て
」（
三
八
答
申
）、お
よ
び
、昭
和
四
六
年
六
月
一
一
日
答
申
「
今

後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基
本
施
策
」（
四
六

答
申
）
を
主
導
し
、
戦
後
教
育
改
革
の
再
定
着
に
も
尽
力
し
た
の
で
す
。

　
　

�　

今
日
、
大
学
、
特
に
国
立
大
学
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
大
き
く
変
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
展
示
で
は
、
広
島
大

学
初
代
学
長
森
戸
辰
男
先
生
を
通
じ
て
、「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」

に
つ
い
て
改
め
て
問
い
か
け
る
こ
と
と
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
初
め
て
世
間
の

注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
事
件
は
、
広
島
大
学
の
初
代
学
長
森
戸
辰
男
先
生

（
以
下
、
敬
称
略
）
を
「
被
告
」
と
す
る
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
森
戸
事
件

で
あ
っ
た
。「
大
学
の
自
治
」
に
関
し
て
は
、
東
京
帝
国
大
学
・
京
都
帝
国
大
学

が
「
自
治
」
の
慣
行
を
積
み
上
げ
て
き
た
先
進
的
存
在
で
あ
っ
た
（
同
時
期
に
京

都
大
学
大
学
文
書
館
に
お
い
て
も「
大
学
の
自
治
」を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
展「
京

都
帝
国
大
学
の
「
大
学
自
治
」」
が
開
催
さ
れ
た
）。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
「
象
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牙
の
塔
」
の
内
部
の
こ
と
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
広
く
社
会
問
題
に
通
ず
る
も
の

と
し
て
関
心
を
広
げ
、
戦
間
期
、
日
本
が
戦
争
の
時
代
へ
と
傾
斜
す
る
な
か
で
大

学
が
「
顛
落
」
し
た
と
指
摘
し
た
の
は
、
森
戸
辰
男
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
森
戸

は
、
戦
後
、
廃
墟
と
化
し
た
日
本
の
文
化
国
家
と
し
て
の
再
生
を
主
張
し
、
代
議

士
・
文
部
大
臣
と
し
て
教
育
改
革
に
携
わ
り
、
広
島
大
学
学
長
と
し
て
そ
の
担
当

者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
教
育
改
革
の
再
定
着
を
意
図
し
、
中
央
教
育
審
議

会
会
長
と
し
て
昭
和
四
六
年
六
月
一
一
日
答
申
「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総

合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基
本
施
策
」（
四
六
答
申
）
を
主
導
し
た
の
で
あ
っ

た
。
森
戸
は
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」
の

最
前
線
に
立
ち
続
け
た
一
人
で
あ
っ
た
。

二
、
展
示
の
内
容

　

本
展
示
は
、
以
下
の
六
つ
に
分
け
て
構
成
し
た
。

　

１
．
森
戸
事
件
に
お
け
る
「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」

　

２
．「
大
学
顛テ

ン
ラ
ク落

論
」
論
争
に
み
る
「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」

　

３
．
戦
後
の
森
戸
と
「
大
学
の
自
治
」

　

４
．
森
戸
文
部
大
臣
期
の
「
学
問
の
自
由
」

　

５
．「
学
問
の
自
由
」
を
め
ぐ
る
幻
の
国
会
質
問
案

　

６
．
森
戸
か
ら
見
た
「
学
問
の
自
由
」「
大
学
の
自
治
」
の
戦
前
と
戦
後

　
「
１
．」
で
は
、
森
戸
事
件
を
取
り
上
げ
た
。
森
戸
事
件
は
、
森
戸
が
東
京
帝
国

大
学
経
済
学
部
の
機
関
学
術
雑
誌
に
「
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
社
会
思
想
の
研
究
」
と

題
す
る
論
文
を
寄
稿
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
際
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学

経
済
学
部
の
「
自
治
」
は
機
能
せ
ず
、
む
し
ろ
、「
学
問
の
自
由
」
を
め
ぐ
る
問

題
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
た
。
結
果
と
し
て
、
雑
誌
は
発
禁
処
分
に
、
ま
た
、
森

戸
も
朝
憲
紊
乱
罪
で
起
訴
さ
れ
、
禁
固
四
箇
月
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。

警察署への出頭命令書（広島大学文書館所蔵）
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「
２
．」
で
は
、
河
上
肇
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
の
辞
職
一
年
後
の
昭
和

四
（
一
九
二
九
）
年
に
、
京
都
帝
国
大
学
で
行
っ
た
講
演
に
始
ま
る
河
合
栄
治
郎

東
京
帝
国
大
学
教
授
と
の
「
大
学
顛
落
論
」
論
争
を
取
り
上
げ
た
。「
自
由
主
義
」

と
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
対
立
と
さ
れ
る
本
論
争
は
、実
に
堂
々
た
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
昭
和
八
年
の
瀧
川
事
件
以
降
、
思
想
弾
圧
の
対
象

が
自
由
主
義
へ
と
広
が
る
な
か
、
森
戸
は
、
こ
れ
を
「
大
学
顛
落
」
の
新
段
階
と

森戸辰男宛河合栄治郎書簡
（広島大学文書館所蔵）

国会質問案
（横浜市所蔵「森戸辰男関係文書」）

し
、
果
敢
な
軍
部
批
判
を
展
開
し
て
い
た
河
合
と
の
連
携
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ

た
。
具
体
的
に
、
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
・
経
友
会
の

招
き
に
応
じ
て
「
教
学
の
刷
新
と
大
学
の
自
由
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
当

日
、
司
会
を
務
め
た
の
は
河
合
で
あ
っ
た
。
森
戸
の
一
高
（
雄
弁
会
）・
東
大
の

一
年
後
輩
で
も
あ
る
河
合
は
、
講
演
前
の
九
月
一
六
日
、
森
戸
に
真
情
あ
ふ
れ
る

書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
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本
展
示
は
、
写
真
パ
ネ
ル
一
二
、
説
明
パ
ネ
ル
一
二
、
書
籍
七
と
い
う
小
さ
な

企
画
展
で
あ
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
よ
り
多
く
の
資
料
に
つ
い
て
実
物
を
展
示
し

た
か
っ
た
の
だ
が
、
会
場
と
な
っ
た
中
央
図
書
館
地
域
・
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
は
、

施
錠
で
き
な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
、
実
物
展
示
に
つ
い
て
は
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
写
真
・
説
明
パ
ネ
ル
と
も
、
少
々
小
さ
く
、
見
に
く

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
る
。

　

本
展
示
は
、「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」
に
つ
い
て
の
“
今
”
を
考

森戸辰男「独立と知識人」原稿（掲載は『毎日新聞』
昭和29年 1 月 6 日）　横浜市所蔵森戸辰男関係文書

　
「
３
．」
で
は
、
戦
後
、
日
本
の
再
興
を
文
化
に
託
し
た
森
戸
の
足
跡
を
追
い
、

「
４
．」
で
は
、
森
戸
文
部
大
臣
期
に
、「
学
問
の
自
由
」
は
、
当
然
の
こ
と
の
よ

う
に
日
本
憲
法
第
二
三
条
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
一
方
で
、「
大
学
の
自
治
」
を

め
ぐ
り
学
生
運
動
が
勃
興
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。「
５
．」
で
は
、
横
浜

市
所
蔵
森
戸
辰
男
関
係
文
書
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
幻
」
に
終
わ
っ
た
森
戸
の
国

会
質
問
案
を
紹
介
し
た
。
森
戸
は
、「
教
育
の
中
立
性
」
を
主
張
す
る
に
あ
た
り
、

「
自
治
と
自
由
を
堅
持
す
る
大
学
と
教
授
会
は
、
上
か
ら
の
圧
力
に
た
い
し
て
と

同
様
、
横
か
ら
ま
た
は
下
か
ら
の
圧
力
に
た
い
し
て
も
、
学
問
の
自
由
を
守
る
べ

き
確
信
と
勇
気
を
持
つ
べ
き
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

そ
し
て
「
６
．」
で
は
、
戦
前
、「
学
問
の
自
由
」
を
守
る
べ
き
大
学
が
「
大
学

の
自
治
」の
名
の
も
と
で
自
由
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
。
戦
後
は
、「
学
問
の
自
由
」

と
「
大
学
の
自
治
」
が
当
然
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
た
な
か
で
、
大
学
に
対
す
る
圧

力
の
在
り
方
が
「
上
か
ら
」
だ
け
で
な
く
、「
横
」「
下
」
と
多
様
化
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
、森
戸
は
、「
学
問
の
自
由
」
と
「
大
学
の
自
治
」
を
維
持
す
る
た
め
に
「
勇

気
」
と
「
確
信
」
を
持
つ
べ
き
と
の
自
説
と
と
も
に
、
河
合
が
説
い
た
「
自
由
」

を
も
合
わ
せ
て
、
戦
後
の
「
知
識
人
」
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
が
展
示
の

概
要
で
あ
る
。
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展示風景

え
る
一
つ
の
契
機
と
な
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
企
画
し
た
。国
立
大
学
へ
の
要
求
は
、

少
子
化
と
財
政
難
が
理
由
で
あ
る
が
、
自
民
党
・
小
泉
純
一
郎
首
相
が
「
米
百
俵

の
精
神
」（
明
治
維
新
後
の
旧
長
岡
藩
が
将
来
に
向
け
て
教
育
に
投
資
し
た
）
を

標
榜
し
て
い
た
こ
と
も
思
い
出
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
森
戸
辰
男
は
、

新
渡
戸
稲
造
の
意
志
を
継
ぎ
、
教
育
の
機
会
均
等
を
生
涯
の
目
標
と
し
、
外
に
開

く
学
問
を
常
に
意
識
し
た
研
究
者
で
あ
り
教
育
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
は
、
現

在
の
広
島
大
学
西
条
キ
ャ
ン
パ
ス
が
権
威
主
義
的
な
塀
と
門
を
持
た
ず
、
外
に
開

か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
広
島
大
学

と
い
う
場
に
お
い
て
改
め
て
展
示
を
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
本
展

示
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
を
め
ぐ
る
戦
前
と

戦
後
」（『
日
本
歴
史
』第
七
七
二
号（
平
成
二
四
年
九
月
））及
び
講
演
の
記
録「
森

戸
辰
男
に
お
け
る
『
学
問
の
自
由
』
と
『
大
学
の
自
治
』」（『
全
国
大
学
史
資
料

協
議
会　

研
究
叢
書
』
第
一
九
号
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
発
行
予
定
）
を
参
照
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
企
画
展
は
、
企
画
・
パ
ネ
ル
原
稿
作
成
・
配
置
案
等
を
筆
者
が
担

当
し
、
事
務
業
務
に
つ
い
て
は
石
田
雅
春
准
教
授
が
担
当
し
た
。
パ
ネ
ル
作
成
・

設
営
は
中
村
工
社（
株
）
に
依
頼
し
た
。
担
当
の
森
岡
緑
氏
に
は
お
世
話
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
こ
い
け
　
せ
い
い
ち
・
広
島
大
学
文
書
館
）


